
もちろん参加可能です。学校インターンシップは教員を志望している学
生だけのプログラムではありません。児童・生徒と接することで、学生で
ありながら大人としての自覚をもつ絶好の機会となりますので、ぜひ
チャレンジしてみてください。ただし、研修先によっては「教職志望者の
み」などの受入条件を設定している場合もありますので注意しましょう。

関西大学 社会連携部 高大連携センター
（千里山キャンパス 新関西大学会館南棟3階）

〒564-8680 大阪府吹田市山手町3丁目3番35号
TEL：06-6368-1184　FAX：06-6368-0858
E-mail:koudai@ml.kandai.jp
https://www.kansai-u.ac.jp/koudai/gakuinte/
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学校インターンシップに関する相談は、高大連携センター（千里山キャン
パス）、総合情報学部オフィス、ミューズオフィス、堺キャンパス事務室、吹
田みらいキャンパス事務室で受け付けています。2025年度に研修に参
加した学生の日報の一部を閲覧することもできます。

学校インターンシップQ＆A

A1

■学校インターンシップ業務日報を公開！

学校インターンシップ参加者の声

元々教員志望ではありませんでした。しかし、子どもたちの
「できた！」に沢山携わることができて教員をめざしたいと気
持ちが変化しました。

学校インターンシップを通して「こういう教員になりたい」という将
来像を描くことができ、教員をめざしたいという決意を固めること
ができました。

学校インターンシップは、座学では得られない学びに
あふれています。自分の目で学校現場を見て感じる経
験は将来を考える上で大きな財産になります。ぜひこ
の貴重な機会を活かしてほしいです！

教育実習の前に、少しでも早く教育現場で生徒と関わりたいと
いう思いで参加しましたが、想像以上のものを得たと思います。
終了後には必ず参加して良かったと思えるはずです。

Q1 教員志望でなくても参加できますか？
教育実習と異なる点は、大きく分けて次の4点です。
①教職課程の履修の有無に関わらず参加できる
②学部・学年問わず参加できる（一部例外あり）
③研修先を自由に選択できる
④研修内容・期間が幅広い
①はA1、②はA4のとおりです。③は、教育実習が基本的に出身校
で行われるのに対し、本インターンシップは様々な研修先を選択で
きます。取得予定の教員免許と異なる学校種も選択できるので、数
年にわたって様々な学校種を経験する人もいます。学校教育の各
段階でどのような教育が行われ、どのような役割を果たしどう繋
がっていくのか、理解を深めることに役立つでしょう。④は、教育実
習では教科指導を中心とした様々な業務を行うのに対し、本イン
ターンシップでは教科指導以外の教育活動や学校における活動
全般の支援や補助業務に携わることができます。また、教育実習
は教員免許に必要な実習期間が定められているのに対し、本イン
ターンシップでは研修期間を3つのタイプ（中面参照）から設定でき
ます。学校・園から提示された研修内容・期間をもとに、自身の都
合等も考えながら、学校・園との面談により最終的に決定します。

A6

Q6 教育実習とどう違うのですか？

掛け持ちをしながら参加する人も多くいます。実際、研修
終了後のアンケートにおいても「研修先を選択する際に
考慮した要素」に「研修期間」が一定の割合で含まれてい
ます。研修期間のそれぞれのタイプのメリット・デメリット
を理解したうえで、学業との両立も図りながら、研修先を
選びましょう。

A7

Q7
部活動やアルバイトとの掛け持ちは
可能ですか？

研修中、どのように対処すれば良いのか分からない場面
に遭遇することもあるかもしれません。
研修内容についての困りごとは、勝手な自己判断で行動
せず、研修先の担当の先生に相談しましょう。
研修先に相談できないようなことは、必ず高大連携セン
ターに相談してください。こちらも自己判断は禁物です。些
細なことでも構いません。困ったときは一人で悩まずに、
事態が大きくなる前に高大連携センターに連絡してくだ
さい。

A8

Q8
研修中、不安に感じた時は
どうすればいいですか？

学校ボランティアが「学生個人の自主的な活動」であるのに対して、学
校インターンシップは「大学教育の一環」として位置づけています。その
ため、学校現場で研修する前に、事前講座❶❷❸への参加、研修後に
事後講座への出席や業務日報・研修報告書の提出を義務づけていま
す。 これらの条件を満たした場合に、単位が認定されます。

A2

Q2 学校ボランティアとどう違うのですか？

学校インターンシップは学年を問わず参加可能です（大学院生を含
む）。ただし、政策創造学部の１・２年次生は参加できません。なお、研
修先によっては「2年次生以上が望ましい」などの受入条件が設定さ
れている場合もありますので注意しましょう。

A4

Q4 1年次生でも参加できますか？

研修期間中の交通費の合計が10,000円を超える場合は、超えた金額
を補助します。ただし、通学定期区間の交通費は除きます（研修が大学
の夏休み期間中であっても同様の扱い）。 
※支給上限額は12,500円です。10,000円に満たない場合は、補助対象外です。
※対象は公共交通機関のみです（駐輪場代や貸し自転車代などは支給対象外）。

A5

Q5 研修期間中の交通費は支給されますか？

学校インターンシップが教員採用試験において直接有利になること
はありません。しかし、早期に学校現場を体験することで、教育実習に
行く前に、教員の様々な業務を知ることができ、自分の適性や今後の
目標を確認する良いきっかけとなります。また、将来教員になったとき
の、様々な事例への対応能力を養うこともできます。その点では、間接的
ですが論文や面接等で自分の考えを示すときに役立つでしょう。

A3

Q3
学校インターンシップに参加すると、
教員採用試験に有利ですか？

Kansai University School Internship Program Kansai University School Internship Program

　最初は園児達との関わり方が分からず、園児を迎える時の表情にも緊張が出ていたり、うまく距離を縮められないことも多かったです。しかし、
先生方の声かけや関わり方を観察するうちに、園児の性格や好きなこと、発達段階に合わせた接し方を意識できるようになっていきました。特
に、園児の話を聞き、共感しながら関わることで、信頼関係が生まれることを学び、実感しました。振り返ると、園児達に完璧な声かけができなく
ても、自分なりにできることを見つけたら良かったと思っています。最初から先生方にアドバイスをもらうのではなく、自ら考えて行動する力を身
につけるべきだと思いました。園児一人ひとりの違いを理解し、その子に合ったサポートができるようになることが目標です。将来的には園児達
が安心してのびのびと過ごせる環境づくりに貢献できる人になりたいです。

研修事例研修事例

過年度の研修事例を紹介します！
「インターンシップ生の声」は学生が提出した「研修報告書」の内容から抜粋しています（学年は研修時のものです）。

長期型

事
例
①

幼
稚
園

9月24日～11月5日の間、週1回程度（総研修時間41時間）
子ども達の見守り、保育補助、保育で使う道具の準備や片付け、制作活動や行事準備の手伝い 等

期間

研修内容

インターンシップ生の声　経済学部　2年次生

　授業を見学するなかで特に印象に残ったのは、教員の先生方が単に「教える人」ではなく、児童一人ひとりの小さな変化を見逃さず、常に寄り
添う存在であるということです。学校教育の現場においては「学習指導」と「心の支援」は切り離せないものであると感じました。反省点としては、
支援を必要とする児童への関わり方についてです。「助けなければ」と思うあまり、細かく指示を出しすぎてしまうことがありました。児童が自分
で考える機会や自分のペースで行動する余地を奪ってしまったのではないかと感じています。支えることは「代わりにやってあげること」ではなく、
「その子ができるように支えること」であると、この反省から学びました。また、言葉の使い方についても、何気なく「お父さん」「お母さん」という言
葉を使ってしまったとき、すべての児童にそれがあてはまるとは限らないことに気づきました。家庭の事情は様々であり、何気ない一言が児童の
心を傷つけてしまう可能性があるのだと感じました。現在私は、中高の教員免許を取得するための勉強をしていますが、この研修を通して、心か
ら「教員になりたい」と思えるようになりました。児童と感情を共有し、共に成長できる仕事は他にないと確信しました。

事
例
②

小
学
校

9月3日～10月15日の間、週1回程度（総研修時間41時間）
授業補助、運動会の練習、配膳のお手伝い 等

期間

研修内容

インターンシップ生の声　文学部　3年次生

　この学校インターンシップを通して、教員の仕事の幅広さや生徒一人ひとりに向き合う姿勢の大切さを学びました。授業を実際に見学する中
で、単に知識を伝えるだけでなく、生徒の反応を見ながら柔軟に進めていく授業構成の工夫を知ることができました。また、ICTを活用した課題・
授業づくりやALTの先生との協働授業を見学し、英語教育の多様なアプローチを学ぶことができました。さらに、特別支援学級を訪問した際に
は、生徒一人ひとりの特性に応じて指導方法を工夫されている様子を見て、個に応じた教育について考えさせられました。一方で、振り返ると、
自分から積極的に行動できなかった場面も多くありました。先生方に質問したり、生徒と関わったりする機会をもっとつくるべきだったと感じて
います。教育実習に行く際には、この反省を活かし、より主体的に動こうと思います。短い期間でしたが、先生方が常に生徒のことを考え、支えよ
うとしている姿を間近で見て、教員という職業の責任とやりがいを強く感じました。私も将来、生徒に寄り添い、信頼される教員になりたいという
思いが、インターンシップを通して一層強まりました。

短期連続型

事
例
③

中
学
校

9月10日～10月15日の間、5日間（総研修時間37時間）
授業見学、特別支援学級補助 等

期間

研修内容

インターンシップ生の声　外国語学部　3年次生

　今回のインターンシップでは、授業見学、分掌業務、部活動指導や登校指導、その上、先生の指導・監督のもとで体験授業までさせていただき、
さらには先生方が日々行われている様々な業務を体験させてもらいました。私が特に重要だと感じた学びの一つは、実際に生徒に向けて50分
間、授業を行うことができたことです。研修が始まった当初は、授業を実施する予定はなく、主に授業見学をしていました。しかし、私の研修に取り
組む姿勢を評価していただき、授業をする機会をいただくことができました。授業に向けて準備を行っていく中で、これまでの自分の知識、認識
に誤りがあったり、体験授業の前に先生方に見ていただいた授業の練習では、様々なことをご指導いただくなど自分の知識や実力がまだまだ
不十分であると感じました。課題の残る授業となりましたが、実際に生徒に向けて授業を行うという経験ができたこと、実際に授業をすることの
難しさを知ることができたこと、10人を超える先生がお忙しい中見学に来てくださり、様々なご指導を得たことなど、非常に貴重なかけがえのな
い経験となりました。今一度インターンシップにおける成果と課題を振り返り、教員を目指す上での今後の取り組みに繋げていきたいです。

事
例
④

高
等
学
校

8月22日～9月18日の間、10日間（総研修時間90時間）
オープンキャンパス見学、机間巡視、部活動指導、登校指導、体験授業 等

期間

研修内容

インターンシップ生の声　社会学部　2年次生

Kansai University

School Internship

Program 2026

幼稚園から高校にわたる
学校現場での仕事を体験

●自分が教員に向いているか、適性を知るチャンス。 

●教員免許取得予定に関わらず、様々な学校種に参加できる。

●教育実習と異なる学校業務を体験できる。 

●異なる世代とのコミュニケーションの機会が得られる。　

●学校インターンシップでの学びを教育実習に活かすことができる。




